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- INFORMATION- 

 2018 年 10 月 1 日 
  CAセガジョイポリス株式会社 

渋谷のド真ん中にジョイポリス！ 

コンセプトは「気軽に最先端」、映画世界に没入する最新型 VR登場 

VR専門施設「JOYPOLIS VR SHIBUYA」 
2018年10月25日（木）オープン！ 

 

CAセガジョイポリス株式会社（本社：東京都品川区、代表取締役：吉本 武）は、自社が運営するアミューズメントパー

ク「JOYPOLIS」におけるニューブランドの位置づけとして、よりVRに特化した施設「JOYPOLIS VR」を展開します。 

その第１号店として、渋谷駅前スクランブル交差点前のファッションビル「MAGNET by SHIBUYA109」（運営：株式会社

SHIBUYA109エンタテイメント）に「JOYPOLIS VR SHIBUYA」を2018年10月25日（木）オープンします。 

「JOYPOLIS VR SHIBUYA」は、駅から近い立地で、

短時間かつ最先端のVRアトラクションを気軽に体験で

きるVR特化型施設です。提供するのは、どれも最先端

を極めた3つのVRアトラクション。日本初上陸となり、映

画「ターミネーター」の世界に自分も生きているような没

入感が魅力の「TERMINATOR SALVATION VR（ターミ

ネーター サルベーション ヴィ―アール）」。お台場の「東

京ジョイポリス」で今春登場以来、人気を博し、「VR eス

ポーツ」をコンセプトにした対戦型VRアトラクション

「TOWER TAG（タワータグ）」、そしてこちらも日本初上

陸、二人で協力しながら進める謎解き脱出型VRホラー

アトラクション「THE DOOR（ザ・ドア）」です。 

※さらにコンテンツは追加していく予定です。 

 

本施設は、VRファンに最先端の技術を楽しんでいた

だきたいのはもちろん、VR未体験・初心者にも気軽に

楽しんで欲しいという思いから開業します。「一回、かぶ

っとく？」（VRのゴーグルをかぶる、の意）というフランク

な合言葉をモットーに、渋谷カルチャーの象徴であるス

クランブル交差点前という立地で、渋谷を訪れる若い世

代や、訪日外国人観光客に向けて最新のエンタテイン

メントを提供し、感動と共感の発信地にしていきます。 

 

■初上陸！プレイヤーの顔がアバターになる「ストーリー・リビング」型「TERMINATOR SALVATION VR」 

米国のSPACES社が開発し、日本初上陸となる、映画「タ

ー ミ ネ ー タ ー 」 を テ ー マ に し た VR 「 TERMINATOR 

SALVATION VR（ターミネーター サルベーション ヴィ―アー

ル）」のアトラクションを展開します。 

複数人で協力してターミネーターと戦う、マルチプレイの

VRガンシューティングゲームアトラクションで、プレイヤーの

顔をスキャンし、VR空間に現れるアバターと合成することが

できます。プレイ中のゲーム画面は録画され持ち帰る事が

でき、映画の登場人物になったような感覚になります。 

 

「JOYPOLIS VR SHIBUYA」メインビジュアル 

「JOYPOLIS VR SHIBUYA」完成イメージ図 

プレイ中の装着イメージ 
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- INFORMATION- 

 最大の特徴は、「ストーリー・リビング」型であるという点です。

従来の、VRによってプレイヤーが物語やメッセージを伝えられ

るという受動的な「ストーリー・テリング」型と異なり、「ストーリ

ー・リビング」型は、VR空間上でプレイヤー自身がまるで存在す

るかのように自分の物語を作っていくというリアルな没入体験

が可能です。触覚フィードバック、モーショントラッキングといっ

た機能も搭載、VR内のアクションを見るだけではなく、感じるこ

とも可能。さらに若い世代だけではなく、映画ターミネーターの

世代にも楽しんでいただけます。 

SPACES社は、映画・アニメ製作会社であるDreamworks Animationをはじめ、映画・テレビ業界・ビデオ

ゲーム・テーマパークなど、様々な分野から集まった人々で起業されたコンテンツ製作会社です。世界中

のショッピングモールや遊園地、アトラクション施設に対し、他にないVRやAR、MRエンターテインメントを

先進的な技術をもって、圧倒的な没入感、そしてマルチプレイで高感度な体験を提供しています。 

「TERMINATOR SALVATION VR（ターミネーター サルベーション ヴィ―アール）」 
ジャンル マルチプレイの VR ガンシューティングゲーム 

内容 映画「ターミネーター」の世界を舞台に、チームを組んでターミネーターと撃ち合うガンシューティ
ングゲーム。体験者はフロントで自身の顔を 3D スキャンしてもらい、自分のアバターを作り、バ
ックパックと VR ヘッドセットを背負いライフルを渡されてゲームがスタート。ゲームの目的は人類
の壊滅を狙う組織から人類を守ることで、チームのメンバーと協力して、ターミネーターをシュー
ティングします。体験中は触覚のフィードバックや、風や熱などのモーショントラッキングを感じる
ことも。 

料金 2,500 円（1 名あたり・税込） ※プレイ映像の配信が含まれます 
※予約システムあり https://www4.revn.jp/booking-jpvr-shibuya/ 

プレイ人数 1 部屋最大 4 名（合計 3 部屋） 

年齢制限 7 歳以上かつ身長 110cm 以上 

プレイ時間 約 15 分 

 

■「VR eスポーツ」、「ヒト」対「ヒト」の対戦型VRアトラクション「TOWER TAG」 

「TOWER TAG」は、VR空間の上空までそびえ

たつタワーを舞台に、チームを組んで相手と撃

ち合うガンシューティングアトラクションです。リ

アルな感触のガン・コントロールを用いて迫力

のあるシューティングを行うほか、壁を利用して

相手の弾を避けたり、ワイヤー状の道具でタワ

ーからタワーへと移動したりといったアクション

を行いながら対戦します。コンピューターやビデ

オゲームによる対戦型ゲームをスポーツ競技と

して捉え近年普及している「eスポーツ」の流れを

汲んだ、VRの最も新しい形のひとつ「VR eスポーツ」のアトラクションです。 

ドイツのVR Nerds（ヴイアール ナード）社とライセンス許諾契約の基本合意書を締結したCAセガジョイポリス株式会

社が、国内では株式会社ダーツライブ（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長 桝本 菊夫）と協業して展開しています。 

「TOWER TAG（タワータグ）」 

ジャンル VR e スポーツ 対戦型ガンシューティングアトラクション 

内容 VR 空間の上空までそびえたつタワーを舞台に、チームを組んで相手と撃ち合うガンシューティ
ングゲーム。1 人につき 3×3 メートルのスペースで、リアルな感触のガン・コントローラーを用い
て迫力のあるシューティングを行うほか、壁を利用して相手の弾を避けたり、ワイヤー状の道具
でタワーからタワーへと移動したりといったアクションを行いながら対戦。ライブモニター機能で、
プレイヤー以外のギャラリーも巻き込んで多人数で楽しめる。 

料金 1,000 円（1 名あたり・税込） ※予約不要 

プレイ人数 最大 4 名（2 対 2） 

年齢制限 7 歳以上かつ身長 110cm 以上 

プレイ時間 約 4 分×2 セット 

ゲーム中のプレイイメージ 

対戦中のイメージ 対戦中のイメージ 

https://www4.revn.jp/booking-jpvr-shibuya/
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- INFORMATION- 

 「e スポーツ（e-sports）」とは、「エレクトロニック・スポーツ」の略で、コンピューターゲーム、ビデオゲームを使った対戦をスポーツ競

技として捉える際の名称です。「VR e スポーツ」は、この「e スポーツ」の流れを汲んだ VR の最も新しい楽しみ方のひとつで、実際に

身体を動かして行うため、本物のスポーツに近いカテゴリです。「TOWER TAG」は特に「ヒト」VS「ヒト」の対戦型で、VR 空間ならでは

の新しい感覚とスポーツとしての魅力を感じることができます。 

■二人で協力しながら進める謎解き脱出型VRホラーアトラクション「THE DOOR」 

「THE DOOR（ザ・ドア）」シリーズは仕掛けられた謎を解いて部屋を脱出するVRゲームで

す。遺伝学研究博士ジェイコブは不治の病を患う愛娘エイミーの治療のため人々を監禁。

そのほか、人形が閉じ込められた倉庫など、とても恐ろしい幽閉された空間から二人で協

力で脱出します。ホラー要素が強いものの、しっかりした謎解きが仕掛けられています。 

「THE DOOR（ザ・ドア）」はシリーズものとして複数話が展開されます。 

なお、本作はＣＡセガジョイポリス株式会社が、ＶＲ事業で業務提携契約を締結している

韓国の株式会社スコネックエンターテインメント社が開発した製品となります。  

 

 

 

 

 

 

 

「THE DOOR（ザ・ドア）」 

ジャンル 謎解き脱出型 VR ゲーム 

内容 「THE DOOR（ザ・ドア）」シリーズは仕掛けられた謎を解いて部屋を脱出する VR ゲーム。遺伝学
研究博士ジェイコブは不治の病を患う愛娘エイミーの治療のため人々を監禁。そのほか、人形
が閉じ込められた倉庫など、とても恐ろしい幽閉された空間から二人で協力で脱出する。ホラー
要素が強いものの、しっかりした謎解きが仕掛けられている。 

料金 1,600 円（2 名合計・税込） ※予約不要。2 名でのプレイ必須。 

プレイ人数 最大 2 名 

年齢制限 13 歳以上 

プレイ時間 約 12 分 

 

 

 ■「JOYPOLIS VR SHIBUYA」施設概要 

●公式サイト：http://joypolis-vr.com/shibuya 

●所 在 地：東京都渋谷区神南1-23-10MAGNET by SHIBUYA109 6F 

●アクセス：「渋谷」駅直結 

●営業時間：10：00～22：00（最終受付21：30） 

●料  金：入場無料 各アトラクションにて個別料金あり 

 
 

＜本件の画像をご紹介いただく際は以下の著作権表記をお願いいたします＞ 

◆TERMINATOR SALVATION VR：ロゴの横にＴＭと記載の上、下に下記のコピーライト表記をお願いいたします。 

Terminator Salvation™ ©2009 The Halcyon Entities' Creditor Trust. All Rights Reserved. ™ Designates a trademark 

of The Halcyon Entities' Creditor Trust 

◆TOWER TAG：© VR-Nerds GmbH 

◆THE DOOR：©2018 SKONEC＆YOUCANSTAR All right reserved 

 

＜報道関係者、及び一般のお客様からのお問い合わせ先＞ 

 

 
CA セガジョイポリス株式会社「JOYPOLIS VR SHIBUYA」担当：早坂 浅倉 TEL： 03-6450‐0209 

「THE DOOR」ロゴ 

プレイ画面のイメージ 

http://joypolis-vr.com/shibuya

